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長期にわたる「新型コロナウイルス感染症」との闘いが、いまだ終息に至ら

ない中ではありますが、国では感染症の位置づけについて見直しが進められ、

湯河原町でも４年ぶりにオレンジマラソン大会を開催するなど、徐々にでは

ありますが、地域社会の復活に向けた動きに明るい兆しが芽生えております。

一方で、少子化・高齢化に加え、原油や電気をはじめ様々な物価の高騰によ

り町民の皆様への負担増が大きな懸案となっている社会情勢の中、「政治の安

定」を訴えてまいりました私、冨田幸宏は、このたび町民の皆様をはじめ各

方面からの温かいご支援、ご厚情を賜り、引き続き町長への就任をさせてい

ただきました。 

令和５年第２回湯河原町議会定例会の開会に際し、私の町長５期目に臨む

に当たって、町政運営についての所信の一端を申し述べる機会をいただきま

すことを、まずは心から御礼申し上げます。 

私は、平成 19年に第７代の湯河原町長に就任以来の所信として、一貫して

「ゆがわら元気回復プラン」を掲げてまいりました。１期目の４年間は、自

らの給料の削減や職員数の削減など「行財政改革」を最優先に断行し、２期

目では、「官民連携による地域活性化」の取り組みに着手し、３期目では、さ

らに「地方創生の取り組み」に意を注いでまいりました。そして、４期目で

は、町民の皆様が期待と希望を持てるまちづくり、持続可能なまちづくりを

進め、「心のかよう 元気あるまち」の実現を目指した「真・ゆがわら元気回
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復プラン」を皆様にお示しし、活気あるまちづくり、安心して暮らせる環境

整備、子ども・子育て、魅力ある学校教育など、きめ細かく応援するために

各種施策を進めてまいりました。しかしながら、令和元年に「新型コロナウ

イルス感染症」という予期せぬ大きな禍が発生したことにより、前例のない

対応に試行錯誤を重ねながら、町民の生命や生活を守ることを最優先に全力

を注いでまいりました。とりわけワクチン接種では、多くの医療関係者の皆

様のご協力をいただくことで、安全で確実に実施することができました。ま

た、新型コロナウイルス感染症に対する国からの地方創生臨時交付金等を活

用した支援策についても、スピード感を持って、時には幅広く、時には重点

的にと、その時々の状況に応じた支援を実施してまいりました。 

そのような情勢下におきまして、プラン実現のための取り組みといたしま

しては、まず行政運営の指針となる『湯河原町総合計画「ゆがわら２０２１

プラン」』を策定し、観光面では、Park-PFIによる万葉公園の再整備や、地域

旅館や飲食店・土産物店等の民間事業者が、国の補助金を活用してリノベー

ションできるよう、これまでの観光庁との関係を軸とした「高付加価値化事

業」の採択、駅周辺の空き家を町で借り上げて移住者や多世代が集う拠点と

なるプラットフォームの整備を行いました。子ども・子育てでは、小児医療

費助成の対象範囲を中学生までへの引き上げや、宅配による紙おむつ等支給

の実施、母子保健型子育て世代包括支援センター「ほんわか」の開設、国に
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先駆けて国民健康保険出産育児一時金の支給額の引き上げ、老朽化した２つ

の保育園を統合して新たな「まさご保育園」を整備してまいりました。教育

への取り組みでは、小学校給食に対する町補助金の増額や、町育英奨学金の

交付人数の増員、児童生徒一人 1 台のタブレットパソコン整備、外国語教育

の充実、いじめ防止に向けた人権教育の推進、神奈川県立小田原支援学校湯

河原校舎の開設など、多岐に及ぶ施策を実現することができました。また、

水道事業では、城堀簡易水道組合との水道事業統合に向けた協議を進めるこ

とができましたほか、旧湯河原中学校跡地の利活用では、防災拠点と交流拠

点の機能を併せ持つ「防災コミュニティセンター」の完成と、Ｊ－ＣＨＯ湯

河原病院の移転実現等により、たんぽぽ作業所や中央区民会館を含めた全て

のピースを埋めることができ、町民の安全・安心と交流の役割を兼ね備えた

エリアとすることができました。 

これらの諸施策について、着実に実施あるいは着手ができ、成果を得るこ

とができましたのは、長年をかけ積み上げてきた国や神奈川県と湯河原町と

の信頼関係だけでなく、町民の皆様をはじめ、町内各種団体や事業者、そし

て議員各位のご理解とご協力の賜物であり、ここであらためて感謝を申し上

げます。 

さて、私は、４月の町長選挙におきまして、引き続き湯河原町長として町

政に当たらせていただくこととなりました。そこで、５期目の決意を表明す
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るにあたり、これからの４年間を人と人とのつながりを取り戻し、心をつな

ぐ、「持続可能なまちづくり」と「５つの応援施策」とを２本の柱とした『「進・

ゆがわら元気回復プラン」～心のかよう元気あるまちづくり～』を新たに掲

げ、町政運営の基本として取り組んでまいります。 

まず、１本目の柱である「持続可能なまちづくり」における一つ目の施策

は、「こども・子育ての支援と少子化対策」でございます。 

妊娠期から出産、子育て、保育園・幼稚園、小中学校、そして高校生まで

の児童・生徒を切れ目なく包括的に応援していきたいという思いから、出産、

子育ての不安を軽減するために、母子保健型子育て世代包括支援センター「ほ

んわか」を活用し、助産師等が一貫して関わることで、顔の見える関係をつ

くってまいります。この取り組みでは、国が伴走型相談支援で推奨する支援

時期に限らず、全ての妊婦・子育て家庭を対象に、妊娠届出時、妊娠中、出

産届出後及び乳児期に、助産師を中心とした面談の実施を継続します。さら

に、幼児期においても個々の不安や心配ごとの軽減を図るために寄り添った

支援を継続し、各家庭の状況に合わせたサービスを案内するなど、子育て家

庭の安心につながる取り組みを進めます。 

そして、町民からのご提案を受けて実現させた妊婦専用救急車「マタニテ

ィ・サポート 119」については、専用車両を用いた事業化は全国でも初めてで

あり、平成 30年４月から運用を開始して以来、里帰り出産も含め現在まで 100
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名以上の方に利用していただいております。そのため、車両の配備や女性消

防職員の採用など、運用面の拡充を図ってまいりました。産科医の誘致が現

実的に大変難しい中、今後も「マタニティ・サポート 119」の「着実な運用」

を行うなど、妊婦の安全安心確保に全力を注いでまいります。 

保育園につきましては、八雲・まさご保育園を統合し、令和２年３月に新

たな「まさご保育園」を開所しました。この統合により、０歳児と１・２歳

児の受け入れ枠の拡充ができ、待機児童「０」を継続しております。今後は、

０歳児受け入れの生後月数の拡充や、日曜・祝日保育の実施の検討を進めて

まいります。また、老朽化が進んでいる「みやのうえ保育園」の建て替えを

進め、保育環境の整備に努めます。 

また現在、社会問題化しているヤングケアラーにつきましては、まずは、

学校など関係機関が連携して、実態把握に努め、その結果に応じて、家計サ

ポートなど児童・生徒に寄り添った施策を講じ、すべての児童・生徒が楽し

く学校生活を送れるよう支援していきます。 

児童・生徒の新入学に係る保護者の経済的負担が年々重くなっていること

を踏まえ、新入学の子どもがいる全世帯を対象とした、ランドセルや学生服

の購入助成を検討し、経済的負担の軽減を図ってまいります。 

なお、小児医療費助成の対象年齢については、「自治体間の競争となっては

いけない」という思いから、一貫して一律の制度とするよう国に訴え続けて
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まいりました。一方で、平成 20年度から実施しておりました「子育て支援給

付金事業」の終了を機に再検討の上、令和４年４月から中学生までに引き上

げました。今後、次の段階として、小児医療費助成の対象年齢を高校生まで

に拡充していくことが良いか、それとも、全ての高校生が享受できる別の視

点からの支援方法がないか、有効な子育て支援策を検討してまいります。 

また、ここ数年、湯河原町では、これまでの移住施策の効果やコロナ禍に

おけるライフスタイルの変化等により、転入者数が転出者数を上回っていま

す。この状況を加速し持続させるため、ロケツーリズムを推進し、町の魅力

を全国的に発信するだけでなく、令和４年度に設置した駅前のプラットフォ

ーム拠点を最大限に活用し、本町のこども・子育ての支援策等をご説明する

など、きめ細かな移住相談を行っていきます。また、直接本町の暮らしに触

れてもらう「暮らし体験ツアー」を定期的に実施するなど、少子化対策の視

点からも移住促進に努めます。 

二つ目の施策は、「懸案事項の解決」でございます。 

行政情報の発信では、主に、町ホームページ、メールマガジン、町広報紙

で行っております。町ホームページでは、閲覧の仕組みをスマートフォン対

応への改修を行ってまいりました。今後は、全世帯へ配布している町広報紙

に増刊号を加えるなど、よりタイムリーな情報発信に努めるとともに、ＳＮ

Ｓ等による若者への情報発信を進めるほか、デジタルを活用し、地図情報を
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用いた町民等からの通報の可視化に取り組んでまいります。 

公共施設につきましては、道路・橋・トンネル等のインフラでは、個別管

理計画を策定し、長寿命化を図っております。一方、役場庁舎は、第１庁舎

が建築から 60年が経過し老朽化が進んでいますが、数年で建て替えが実現す

るような事業ではございません。そこで、「いつ」・「どこに」・「どのように」

建て替えるかの道筋を、財源も含め総合的に具体化してまいります。 

本町のごみ処理は、以前から真鶴町との衛生組合で共同処理を行っており

ます。今後は、箱根町のごみを受け入れ、ごみ処理の広域化を図ることで、

ごみの全体量が増え、ごみ焼却炉を 24時間連続稼働させることが可能となる

ため、効率的な処理ができるようになります。また、箱根町からもご負担い

ただくことにより、運営経費面におけるメリットも発生することから、その

実現を目指してまいります。 

次に、２本目の柱である「５つの応援施策」では、湯河原町の将来を支え

る人材の育成と、コロナ禍で希薄化した地域のコミュニティを取り戻すため

の取り組みのほか、地域経済の再生をけん引する観光業のさらなる振興と農

産物の販路拡大を図るとともに、高齢者が元気に社会に参加できる環境づく

りと、防災対策や空き家対策の促進により安全で安心な住環境を整備し、あ

らゆる世代の町民の暮らしを応援するため、次の施策を進めてまいります。 

施策の一つ目は、「魅力ある学校教育の応援」でございます。 
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保護者の念願でもある中学校給食について、中学校に給食室を設置する自

校調理方式で検討を進めてまいりましたが、整備工事に多額の費用がかかる

ことから、町議会のご同意をいただき、自校調理方式は断念することとし、

デリバリー方式、親子方式、センター方式等、他の導入方式を再度検討の上

で、中学校給食実現のスケジュールを早急にお示しします。そして、実現ま

での間の暫定措置として、お弁当支給の実施を進め、保護者負担の軽減に努

めてまいります。 

町内公立幼稚園（１園）及び保育園（４園）では、外国語指導助手を派遣

し、音、目、体で外国語を体験させ、幼少期から外国語に慣れ親しみ、小学

校における外国語活動へつなげるとともに、教育委員会を通じ、小学校、中

学校においても外国語指導助手を活用した英語教育を推進し、将来、様々な

分野で活躍できる人材を育成するため、コミュニケーション能力の向上と国

際感覚の醸成を図ります。 

令和２年度から国の GIGA スクール構想に基づき、ICT（情報コミュニケー

ション技術）環境の実現に向け、児童・生徒に対して一人１台の教育用タブ

レット端末の整備を行ってまいりました。令和３年度においては、自宅での

学習を可能とするため、実際に長期休み等にタブレット端末を持ち帰られる

ようにしたなど、端末等の使用マニュアル・ルールの作成を行うための GIGA

スクールサポーターを配置し、また、LTE 通信が可能な端末の整備のため、イ
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ンターネット接続料を町の負担とするなど、ハード面の教育環境を整備しま

した。また、神奈川県教育委員会が進めている、児童・生徒自身のタブレッ

ト端末を用いて心の状態や生活状況を自己チェックし、ＳＯＳが出せない子

どもたちをキャッチするなどの「かながわ子どもサポートドッグ」の取り組

みに参加できる環境を整えることができております。 

今後も、教育委員会が中心となり、タブレット端末を活用して、多様な児

童・生徒たちを誰一人取り残すことなく、情報社会に対応した「情報活用能

力」を身に付けることができるよう、情報教育の充実を図ります。 

施策の二つ目は、「地域コミュニティの活性化を応援」でございます。 

地域コミュニティの活性化では、コミュニティへの参画を促進することが

第一と考えております。環境・経済・社会の様々な変化により、地域づくり

において区会に果たしていただく役割は、ますます重要になります。そこで、

区会が将来にわたり自発的で活発に活動することができるよう、支援してま

いります。特に、コロナ禍などにより希薄化した人とのつながりを取り戻し、

地域の担い手を育てるため、地域のお祭りなどのイベントを後押ししてまい

ります。 

また、中高生のコミュニティへの参画は、地域づくりにおいて大きな財産

であり、町内外、年齢を問わず湯河原町に関心のある方々と未来を語り合う

ことで、地元愛を育み、湯河原町の未来をつくる「わかもの会議」などへの
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積極的な参加を促します。また、移住希望者の受入体制の整備や定住に向け

た生活を支援するために組織した移住サポーターへの活動にも町民の積極的

な参画を促していきます。そして、これまでの経験に基づく様々なアイデア

を踏まえ、移住された方に対して、暮らしのサポートや人と人とをつなぐ一

翼を担っていただくことにより、地域コミュニティへの参画を推進します。 

次に、地域福祉会館においては、集約化の議論もいたしましたが、各区の

ご意向も踏まえ、地域コミュニティの活動拠点としての重要な役割を担う施

設として、全ての会館を存続する方針となりました。その方針のもと、中央

区民会館の新築移転が完了し、令和５年度には、宮上会館の新築移転及び城

堀会館の改修が予定されております。さらに、他の会館においても、耐震化

等を進め、地域住民が安心して活動できる拠点の整備を進めてまいります。 

また、年代を問わず人や情報が集まり、人を通じてまちに関心を持っても

らうことができる新たなコミュニティを形成する場として、駅周辺に新たな

交流拠点となるプラットフォームを設置しました。今後さらに、多世代が集

い、地域全体が活性化できる拠点となるよう取り組んでまいります。 

施策の三つ目は、「活気あるまちづくりの応援」でございます。 

ロケツーリズムの取り組みを令和２年８月から本格化して以降、多くのロ

ケ実績を得ることができ、本町の魅力を効果的に発信できたことで、「2021 年

まちの魅力度ランキング」を 122位から 55位に押し上げる結果につながりま
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した。これからは、エキストラ等による町民参加を推進し、オール湯河原で

魅力の発信に努めてまいります。 

また、湯河原町の入込観光客数が減少する９月から 10月にかけて見ごろと

なるコキア（ほうき草）を新たな観光資源として、星ヶ山公園に「コキアの

郷」を３年計画により整備してまいります。コキアは単年草であることから、

町民にコキアサポーターとして苗木までの育成や地植え等を無理のない範囲

でお手伝いいただき、観光資源を町民自らが生み出す観光立町「湯河原」な

らではの、四季彩のまちづくりを進めてまいります。 

令和３年度から実施している、文化交流都市である豊島区池袋のイケ・サ

ンパークでの農産物等の物販につきまして、今までは、コロナ禍で思うよう

な活動ができませんでしたが、これからは、本町の農産物等の魅力発信と販

路拡大のモデルケースとなるよう、毎週、出展・販売を行ってまいります。 

また、平成 28 年度から始めた「made in 湯河原」では、これまでに 25

品目を認定いたしました。そのうち、農産物は加工品も含め 13品目となって

おりますが、これからも、農協や商工会にご協力いただき、より湯河原らし

い多くの農産物を認定し、販路拡大を進めます。 

施策の四つ目は、「高齢者の元気を応援」でございます。 

暮らしやすい環境づくりとしまして、予約型乗合い交通「ゆたぽん号」に

ついて、当該地域の住民には徐々に浸透し、利用者も増えてきております。
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ここで、本格運行から３年が経過したことから、運行時間、曜日、乗降場所

について、より利用しやすい形態に見直してまいります。また、運行エリア

の拡張につきましては、協力していただく運行事業者や地域住民の皆様との

意見交換を重ね判断してまいります。 

駅前プラットフォームの居場所には、毎日のように多くの子ども達が集っ

ています。そこに、地域の高齢者が関わっていただくことで生まれる世代間

交流を促進し、楽しく過ごせる空間を提供します。 

また、高齢者が不安に感じている大きな要因に「認知症」があります。そ

こで、認知症に関する理解や予防の促進が図れるよう、認知症状の進行に合

わせて受けられるサービス等をまとめた「認知症ケアパス」や、簡単に認知

症状の自己チェックができる「認知症チェックリスト」の活用を推進してい

きます。高齢者の外出意欲の向上とふれあいの機会を確保することで、心身

の健康増進が図れるよう「温泉施設」、「マッサージ」、「パークゴルフ場」、「ヘ

ルシープラザ」の利用料助成を継続して実施し、また、子どもや地域の方々

とスポーツ・文化活動を通じ、高齢者との相互の交流を図りながら介護予防・

健康増進ができるよう、社会福祉協議会などとも連携した「シルバースポー

ツ大会」、「シルバー作品展」、町老人クラブ連合会による「いきいきシニア健

康まつり」を開催するなど、健康づくりをお手伝いし、元気な高齢者となる

ことを応援します。 
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最後に、施策の五つ目は、「安全安心な暮らしの環境整備を応援」でござい

ます。 

防災対策の強化としまして、旧湯河原中学校跡地については、防災コミュ

ニティセンターを整備、中央区民会館を新築移転、神奈川県立小田原支援学

校湯河原校舎、そして、Ｊ-ＣＨＯ湯河原病院を誘致することができたため、

地域防災や福祉、コミュニティの拠点エリアとしてさらに活用を図ってまい

ります。 

また、現在、町内都市公園の 15 か所を避難場所として指定しております。

今後は、避難生活に必要となる「防災トイレ」、「かまどベンチ」、「ソーラー

発電の公園灯」などを順次整備し、公園の防災機能を強化していきます。 

空き家対策では、取り壊しが必要となる「特定空家」の認定を進めると同

時に、解体費用の一部を助成する制度を創設いたしました。現在までに、指

定した特定空家 12件のうち４件は、所有者により取り壊しをしていただきま

した。今後も、この補助制度を継続し、管理不全な空き家の解体を促進し、

地域経済の活性化及び居住環境の向上を図ってまいります。 

また、防犯対策では、平成 26年度に創設した防犯カメラの設置に対する補

助制度につきまして、犯人検挙だけでなく街頭犯罪の発生の抑止に資するこ

とから、補助制度を継続し、住みよい安全・安心なまちづくりを目指します。 

以上、私の町政運営の所信について述べさせていただきました。 
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これまでの４期 16年で積み上げてきた、国や神奈川県、近隣自治体及び関

係機関、各種団体との信頼関係を最大限に活用し、我が国の課題である人口

減少・少子高齢化を直視し、「持続可能な町政運営」を実現するために、これ

まで中長期の懸案事項となっておりました様々な課題に道筋をつけることが、

私に課せられた使命であると確信し、全力を注いでまいる所存でございます。 

今回お示しした施策のいくつかは、既に着手済みの施策もございますが、

全てを変えるのではなく、継続する中で深掘りや見直しを重ね、そこに町民

の求める新しい視点による施策を融合させることで「政治の安定」を生むこ

ととなります。 

引き続き町政全般にわたって、公平性、透明性、確実性を大原則として、

初心を忘れずに、皆様の声に耳を傾けご理解を得ながら、町議会との二元代

表制のもとで、住民参加による「まちづくり」に全身全霊で臨んでまいる所

存でございます。 

町議会並びに町民の皆様に、一層のご理解とご協力をお願い申し上げ、私

の所信表明といたします。 

  

令和５年６月７日 

 

湯河原町長 冨 田 幸 宏  


